
地域部たより Vol.７  

 

梅の花が咲き始め、春も近いと思わせるようになりました。 

とは言え、まだまだ朝夕は冷え込みますね。 

コロナもインフルエンザも予断を許さない状況ではありますが、お元気でお過ごしでしょうか？ 

 

地域部では今、一部の丁で「班なし集団登校」の試験実施をしています。 

今回は、「班なし集団登校」をするにあたって厳重にお願いを続けております 

「通学路を守る」  「時間を守る」 

ということについてお知らせしたいと思います。 

従来通りの班あり集団登校でも重要な事項ですので、是非ご一読ください！！ 

                                                        

通学路を守る     

学校指定通学路とは、児童・生徒の安全を第一に考え、学校長が学校周辺の比較的安全と思われる道

路を、保護者や地域と協議したうえで決定したものです。集団登校をする学校なら集合場所から学校

までのルートですね。学校は年度当初に学校指定通学路を定めて、教育委員会へ報告します。学校の指

定通学路は、教育委員会が所管しているわけですね。 

 

 時間を守る   
青山小学区では安全リーダーさん、子ども見守り隊の方々、保護者の方々の立ち当番、と多くの方が   

登下校を見守って下さっております。通学時間に合わせた時間設定があります。 

みなさん、それぞれにお忙しい時間を調整して子どもたちの安全を見守るために来て下さっています。 

また、地域の方々も「通学路」「通学時間」を意識してその場所・その時間に様々な注意を払って頂いてい

ることと思います。 



安全に登下校するために重要です  

 

◆通学路は学校が決定した比較的安全と思われる道路です 

⇒約束事として通学路は守りましょう  ちょっと近道！は NGです 

◆見守りがある 

⇒困ったとき助けを求めやすい、不審者を遠ざける 

⇒見守りのある時間帯に通過できるように、出発時間を守りましょう（早すぎず、遅すぎず） 

◆（班なし集団登校）大勢の児童が短時間に移動します。通学路、通学時間を守れば自由度を持ちな

がら、大きな集団の中で登校することができる・・・班のない集団登校です 

◆遅刻しない・・・逆に早すぎる問題もあります     班があってもなくても、集団登校です。自由登校で

はありません。早く友達に会いたい、学校に 1番に着きたい、etc.そんな気持ちもわかりますが、走り

出してしまうのではなく「（大きな）集団の中の一人」として集団登校に協力しましょう。 

◆地域の方々の理解・協力を得やすい 

⇒通学は地域の方々のご支援の下成り立っています。児童がいつもと違う時間や違う場所から飛び

出てくるようなことがあれば児童、地域の方双方に危険です。通学が児童や保護者にとって日常であ

るように、地域の方々にとってもその場所・その時間に大勢の児童が通行することは日常です。「特に注意を

必要とする時間と場所」という意識が働きやすくなります。 

 

  



 

 

あいさつしよう 

あいさつをするとき、人は無意識のうちに笑顔を作ります。 

あいさつをすると自然と笑顔が増える、 

あいさつをきっかけにして笑顔が増えれば、 

気持ちもそれにつられて上向いてくるのです。 

あいさつは、自然に笑顔になる機会をくれて気持ちも上向きにしてくれる、 

ありがたい言葉なのです。 

 

 

 

 感謝の気持ちで  
いつも見守って

くれてありがとう 


